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１．概要 

 Processing を用いてライフゲームの仕組みを利用した感染シミュレーターを作成した。

その後，新型コロナ感染症と条件を等しくしてシミュレーションを行い，その結果と実際

の感染状況を比較してシミュレーターの精度の評価を行った。 

 

２．研究理由 

 新型コロナウイルスの感染拡大の際，身

近に使える感染シミュレーターがあれば，

どのような感染が予想されるかを個人で知

ることができ，感染症に対する評価をでき

ると考えた。そこで，動作が軽く，誰にで

も使用しやすいシミュレーターの開発を行

うことにした。 

 

３．研究内容 

３－１ Processing について 

Processing とはプログラミング言語の一

種である。Java を単純化しておりグラフ

ィックに特化している。 

Processing を用いた理由としては，視覚

的な表現が行いやすい点と様々な OS

（Windows・Mac・Android 等）に対応し

ている点などが挙げられる。 

 

３－２ シミュレーションについて 

今回のシミュレーターは，人をマスで表

しており，そのマス目を正方形状に生成し

ている。人は以下の 3 つの中のいずれかの

状態を取る。 

未感染者 感染しておらず免疫がない 

感染者 感染している 

回復者 回復し免疫を持っている 

この 3 つの状態はそれぞれ対応した色に

変化するようになって入る。 

また，作成するパラメータとしては次の 6

つを設定している。 

・マス目の大きさ 

・初期の感染者の割合 

・回復速度 

・免疫喪失の速度 

・世代変更の間隔 

・自己免疫 

またプログラムは以下のフローチャート

に従って作成した。 

 

回復速度，免疫喪失の速度については指

定した範囲で乱数を取り，指定した値を超

えたら状態が変更されるという仕様になっ



ている。また，自己免疫とは感染する確率

を表したものであり，この値も同様に指定

した値の中で乱数を取り，その乱数が指定

した値を下回っていた際に感染するという

仕様になっている。 

 

３－３ シミュレーションの様子 

先行研究のシミュレーターは各パラメー

ターが微分方程式で表されており，その確

率に応じて他に感染していくという仕様だ

ったのに対して，作成したシミュレーショ

ンには，隣り合う感染者の数に応じて感染

するというようなわかりやすいアルゴリズ

ムとなっている。また，それぞれの人の状

況が色で区別されているため全体の変化が

視覚的にわかりやすいという利点を得るこ

とができた。（図 1）しかし，第 0 世代に

おいての感染者がランダムに生成されるこ

とによりシミュレーション結果に大きな差

が出ることもあった。それに加え，ライフ

ゲームの原理を利用しているため規則的な

変化が生まれる場合もあった（図 2）。 

 

（図 1）シミュレーションの様子 

 

（図 2）円状に広がる感染者 

 

４．シミュレーション結果と実際の感染状

況との比較 

 今回は日本での第一波（2020 年第 13 週

～2020 年第 20 週）での新型コロナ感染者

の数値と感染シミュレーターの第 1 世代～

第 55 世代の比較を行った。下の表は 7 日

間の移動平均の値である。 

 

（表 1）日本での第一波における感染者数

の推移の移動平均 

 

 新型コロナ感染症において，発症 2 日前

～発症 10 日後まで感染させることが可能

であり，免疫は 4 か月から 8 か月持つと仮

定しこの条件でシミュレーションを行っ

た。なお，感染による死亡については，考

えないものとしてシミュレーションを行っ



ている。結果は下のグラフのようになっ

た。 

 

（グラフ 1）感染者の比較結果 

グラフ 1 より実際の感染状況とシミュレ

ーション結果はかなり近い値を取った。 

 

５．考察 

 シミュレーション結果と実際の感染状況

がかなり近くなったため、作成したシミュ

レーションは十分な精度であると考えられ

る。この結果は，回復速度，免疫喪失のラ

ンダム化を実装する前のシミュレーターの

誤差がかなり大きかったため，これらの仕

様によって得られたものだと考えられる。 

 一方で，第 0 世代における結果の差異に

ついては今後改善方法を考えていく必要が

ある。 

 

６．今後の展望 

 シミュレーターとしての精度をさらに上

げるために，感染におけるワクチンやクラ

スターなどの外部的要因の導入や感染者と

の距離に応じた感染率を変化させるなどの

仕様も作成していきたい。 
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